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人工シラスウナギの大量生産システム

天然資源に依存しないウナギ養殖技術

人工シラスウナギ
の大量生産システ
ムを開発、
完全養殖の商業化
に道筋

成長が不安定だった人工シラスウナギの
大量生産システムを開発し、天然シラスウ
ナギと遜色ない人工シラスウナギを育てる
ことができるようになりました（令和元年
６月）。
現在は人工シラスウナギの商業規模での

供給に向けた実証試験を行っています。
今後、人工シラスウナギを大量に安定供

給できるようになれば、採捕量が減少して
いる天然資源に依存しないウナギの完全養
殖を商業化できると期待されます。

水産研究・教育機構 平成24年度～
平成28年度シラスウナギの安定生産技術の開発

人工シラスウナギから育てた完全養殖ウナギ大量生産が可能になった人工シラスウナギ

共同研究機関：静岡県、近畿大学
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生産現場－水産
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農林水産技術会議事務局研究開発官（基礎・基盤、環境）室 03-6744-2216問合せ先

研究背景

主要な成果

日本人になじみ深いウナギは、その食用のほとんどが養殖されたものです。
使われる稚魚（シラスウナギ）は全て沿岸で採捕される天然のものです。
しかし、シラスウナギの採捕量が年々減少傾向にあるため、人工シラスウナ

ギの供給を求める声が高まりました。平成22年には、人工シラスウナギを親に
育てて次世代を誕生させるウナギの完全養殖に成功しましたが、人工シラスウ
ナギの生産は非常に不安定で、少量ずつ手間をかけて育てる必要がありました。
このため、シラスウナギを大量生産する安定生産技術を開発しました。

稚魚の国内採捕量の推移 ウナギの完全養殖サイクル

ウナギ由来の成熟ホルモンに
よる採卵技術を開発

シラスウナギまでの成長・生残が
向上し、安定的な生産が可能に

餌料効率の高い新しい人工の
餌を開発
大型水槽を用いた新たな飼育
システムを開発

大量生産が可能になり、シラス
ウナギの商業生産に道筋

従来の小型水槽による飼育管理 大量生産システム

飼育下では産卵しないウナギか
ら良質な卵を安定して確保でき
るようになり、商業提供に目途

トン

新しい人工飼料を開発
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